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場所 仙台市戦災復興記念館 〒980 仙台市大町 2丁目 12-1

記念、ホール (A)，展示ホール (B) 会期中電話 0222-23-9903 
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月 日 | 会場 | 分 野 分 野

5月22日 A 太陽 太陽，恒星
評議ー・・ーー・，・_...一一・...._・・ーー'・・・・・・・・・ー.._...・・←・ー....‘・ーー・・....一一 晶

(水)
B 我銀河々の・銀銀河河系団， 員会 | 銀河・銀河団

A 恒星 恒 星 来志 d22h Z 

晶一一一唱_...-・.......晶晶一
(木)

B 銀河・銀河団，宇宙論 | 観測機器・情報処理

星間現象 星間現象

ドー・晶・ー...‘ ‘・‘・ 理事会 ーー・ー
(金) I B 観測l機器・情報処理 位置天文学，天体力学，太陽系

1. 会場 Aは記念、ホール，会場 Bは展示ホールで，併行して年会を行います.

2. 講演開始は午前 9時 15分.午後は l時 15分で，講演時聞は 7分間です.

6時 講演
番号

-B42 

-A75 

懇親会ぃ

-B75 

A114 

B115 

3. スライ ドは透視した時正しい上下関係になるようにして， その手前側上方に講演番号と氏名， 映写l順序番号を書

き，下縁に 5rnrn位の幅の赤線をつけて下さい. ピラは用いず， スライドまたはオーパーヘッドプロジェ グタ ー

を御利用下さい.

4. 懇親会は勾当台会館で行います.

。総会 日時:5月23日午後 4時より

会場.記念ホール

議題:天体発見賞贈呈，報諸告，昭和60年度予算等について.



会場 A (記念、ホール〉

第 1日 5月22日 (水) 午前9時 15分より 会場 A

A 1 グローパル(巨大斑)対流の発見: 吉村宏和(東大理)，P. H. Scherrer， R. S. Bogart， J. T. Hoeksema (ス

タンフォード大)

A 2 太陽対流層の非局所的性質について・ 近藤正明(専修大)，海野和三郎(東大理)

A 3 太陽面輝度の 5分振動の検出. 西川淳(東大理)，浜名茂男，水垣和夫， 平山淳(東京天文台)

A 4 彩層・コロナ遷移領域の empiricalmodel: 西川 宝(高山短大)，船越康宏，神野光男(飛騨天文台)

A5  コロナホールの下の彩層: 神野光男(飛騨天文台)，竹内彰継(京大理)，田中利一郎(新潟大教育)

A 6 32GHzで見たコロナホールの増光: 熊谷博(電波研・平磯)

A7  内部コロナにおける振動 ・波動現象の検出. 椿都生夫，斉戸義明，末松芳法(滋賀大教育)，中込皮光(東京

天文台)

A 8 ANALYSIS OF A THREADLIKE CORONAL STREAMER: H. E. Trigoso， T. Tsubaki (滋賀大教育)

(休憩)

A9  岡山ペグトルマグネトグラフの磁場決定法; 牧回 貢(東京天文台)

A10 活動領域の電流分布: 柴崎清登(名大空電研)，牧田 貢 (東京天文台)，中川好成(千葉工大)

All 磁場変動の電流モデル・ 中川好成(千葉工大)

A12 EFRからのガス放出現象)11口市郎(京大理)

A13 活動型フ.ロミネンスの速度場の時間変化: 末松芳法，中島慶次，竹内彰継，梼都生夫(滋賀大教育)

A14 1984年4月25日のフィラメント爆発について: 黒河宏企，花岡庸一郎，船越康宏，中井善寛(飛騨・花山天文

台)，柴田一成(愛知教育大)，銭自信三(名大空電研)，久保田 誇(大経大)

A15 1980年日食で観測された postflare 1∞p: 花岡庸一郎，黒河宏企，荻町洋一，斉藤澄三郎(飛騨・花山天文台)

A16 太陽フレア活動の周期的なふるまい: 一本 潔(京大理)，久保田 誇(大経大)，鈴木美好(四日市高校)， 

省村一朗，黒河宏企(飛脚天文台)

A17 太陽フレアの日面経度分布: 嘗村一朗(飛騨天文台)，久保田 諒(大経大)，鈴木美好(四日市高校)，一本

潔，黒河宏企 (飛騨天文台)

第 1日 5月22日(水) 午後 1時 15分より 会場 A

A18 太陽フレアにおける電離ヘ リウム: 平山 淳(東京天文台)，H. Zirin (カリフォルニア工科大)

A19 1984年 4月 24/25日のフレアに伴うマイ グロ波吸収について: 銭目信三，柴崎清登，西尾正則(名大空電研)

A20 太陽フレア μで波を放射する電子のエネルギーの推定; 新田就亮(理研)，小杉健郎(東京天文台)

A21 電子ピーム加熱フレアモデ/レの数値、ンミュレーション: 秋田 亨，問中捷雄(東京天文台)

A22 H.フレアの進化と X線源の変動: 田中捷雄(東京天文台)，高倉達雄

A23 マイグロ波と X線パーストの時間的相関: 中島弘(東京天文台)， B. Dennis， A. Kiplinger， L. Orwing 

(NASA/GSFC) 

A24 太陽フレアからの硬X線 ・T線スペグトルの観測: 吉森正人，渡辺博之，奥平清昭(立大理)，新田就亮(理

研)

A25 フレア硬X線スペグトル観測の問題点: 大木健一郎(東京天文台)

A26 Hot thermal flareからの電波放射と磁場強度の推定: 甲斐敬造(東京天文台)

A27 太陽近傍加速領域における太陽風の観測: 小島正宜(名大空電研)， W. A. Coles， B. J. Rickett (UCSD) ， 

J. W. Armstrong (J.P.L.) 

A28 コロナ擾苦Lの MHDモデル: 内田 豊(東京天文台)，柴田一成(愛知教育大)

A29 放射平衡方程式の新解法の改良: 伊藤昌尚(東大理)，成相恭二(東京天文台)

A30 Hopf's functionの正確なl直について: 吉岡一男(北海道教育大)，成相恭二(東京天文台)

休憩



会場 B (展示ホー)1") 

第 1日 5月22日(水)午前9時 15分より 会場 B

B 1 層状星間気体中のスーパーパ7"ルの進化: 富阪幸治(北大理)，池内 了(東京天文台)

B 2 重力熱的破局後の球状星団の進化: 稲垣省五(京大理)

B 3 銀河中心電波ロープの MHDモデル: 柴田一成(愛知教育大)，内田 豊(東京天文台)

B 4 Schmidtの密度法則について: 横尾武夫(大阪教育大)

B 5 銀河中心偏波ロープの発見: 坪井昌人(東大理)，井上 允(東京天文台野辺山)，半田利弘(東大理)，田原

博人，加藤穏司(宇都宮大教育)

B 6 THE GALACTIC CENTER WITH 6" RESOLUTION AT 22.3GHz: E. Fomalont， M.Ishiguro， T. 
Kasuga， K.・1.Morita， R. Kawabe， H. Kobayashi， S. Okumura， T. Kanzawa and H. Iwashita (東京天文台

野辺山)

B T DISCOVERY OF PULSATING DECAMETRIC RADIATION AT THE GALACTIC CENTER-RESULTS 

FROM THE OBSERVATIONS OF DECAMETRIC RADIATIONS: H. Oya and A. Morioka (東北大理)

B 8 Orion KLの化学組成: 大石雅寿(東京天文台野辺山)

休憩

B 9 北銀極域の star∞untと銀河系モデル (n): 吉 井議，石田滋ー(東京天文台)， Stobie， R. S. (Royal Obs" 
Edinburgh) 

B10 近赤外銀河光に基づく星の分布について: 秋葉誠，松本敏雄，村上浩(名大理)

B 11 A Survey of Emission-line Stars in the CMa Star Fomation Region II: S. D. Wiramihardja， T. Kogure， 

M. Nakano， S. Yoshida， K. Tatematsu (京大理)

B 12 Diffuse鉄ラインの起源: 小山勝二(宇宙研)

B13 散開星団 NGC188の色ー等級図: 下由民弘，藤沢久栄，松田 光，佐藤正芳(東京学芸大)

B14 重力路 (GravitationalChannel): 石沢俊亮(京大理)

B15 非定常な相対論的プラズマ・ 楠i頼正昭(東大理)，高原文郎(東京天文台野辺山)

B16 ぺアープラズマの安定性について: 福江純(大阪教育大)

B17 幾何学的に厚い降着円盤の安定性: 小鳥康史(京大理)

第 1日 5月22日(水)午後 1時 15分より 会場 B

B18 恒星円盤の大局不安定一一パルジ'の効果一一: 穂積俊輔(京大理)，藤原隆男(京都芸大)，西国実継(神戸女

子大)

B19 回転ポリトロープ円筒の重力不安定性・ 石橋史朗(東大理)，安藤裕康(東京天文台)

B 20 Corotation Pointを含む NormalModeについて: 安藤裕康(東京天文台)

B21 銀河の渦巻き磁場 (n)準大域的取扱い: 藤本光昭(名大理)，沢武文(愛教大)

B22 銀河の渦巻き磁場(皿)観測との比較: 沢 武文，原理史(愛知教育大)，藤本光昭(名大理)

B23 銀河相互作用とパースト的星形成: 野口正史(東京天文台)，石橋史朗(東大理)

B24 銀河における渦状密度波と分子雲の分布: 木村俊哉，土佐 誠(東北大理)

B25 熱化学不安定性による原始銀河雲の分裂 n: 佐場野裕，土佐誠(東北大理)

B26 巨大分子雲系のN体数値実験， n.非弾性衝突の効果: 福長正考，土佐 誠(東北大理)

B27 激しい緩和におけるエントロピーの役割: 種州純一郎(東大理)，杉本大一郎(東大教養)

B28 銀河の潮汐相互作用による質量交換: 西田実継(神戸女子大)，若松謙一(岐大工短)

B 29 NGC1068:衝突銀河: 兼古昇，佐藤哲也，西村雅樹，外山清高(北大理)

B30 綾小銀河 (DwarfSpheroidal Galaxies)の形成と進化: 土佐誠，佐場野 硲，中村明子(東北大理〉

休憩



会場 A (記念ホール〉

A31 極運動観測l星のスペクトル分類・ 佐藤弘一，久怒清助(緯度観測所)

A32 gf値データベースと恒星紫外域分光解析: 平岡韓幸(京大理)，定金晃三(大阪教育大)

A33 赤外スペクトルによる赤色巨星の乱流速度: 辻 隆(東京天文台)

A34 Be星の長周期変化について: 門 正博，小暮智一，平田穏幸(京大理)

A35 分光速星における BeJAe星頻度: 小暮智一(京大理)，鈴木雅一(金工大)

A36πCet(B7V)の紫外域吸収線アトラス: 洞口俊博，上杉 明，平田諮幸(京大理)

A37εAurigaeのモデル・ 斎藤 衛(京大理)，川畑周作(京都学園大)，西城恵一(科学博物館)，佐藤英男(東
京天文台)

A38 ぎよしゃ座イプシロン星の質量. 竹内 峯(東北大理)

A39 短周期非接触連星系 RUUMi: 岡崎彰(津田塾大)，中村泰久(都立駒場高)，山崎篤磨(東大教養)，北村
正利(東京天文台)

A40 近接連星における反射効果の計算: 山崎篤磨(東大教養)

A41 Case A の進化一一進んだ段階と中閉まとめ: 中村泰久(都立駒場高)，中村誠臣(東北大理)

A42 磁場を伴う星風の二次元モデル: 桜井 隆(東大理，マツグス ・プラング天体物理研究所)

第 2日 5月23日 (木) 午前9時 15分より 会場 A

A43 Weber-Davis理論による星風の解析 (II): 斎藤泰通(岩大教育)，斎藤 衛(京大理)

A44 非線形 ES流れの一次元モデル: 桜井健郎(京大工)

A45 微分回転流体中の対流の取り扱い・ 花輪知幸(名大理)，藤本正行(新潟大教育)

A46 ヘリウム燃焼殺の脈動安定性: 李字環，柴橋博資(東大理)

A47 10-15oの星の進化と元素合成: 橋本正章，野本憲一(東大教義)

A48 合体しつつある二重炭素 ・酸素白色媛星の進化: 斉尾英行(東大理)，野本憲一(東大教養)

A49 白色媛星連星の合体過程: 蜂巣 泉(京大工)，江里口良治，野本憲一(東大教養)

A50 二重白色媛星系の進化と炭素殻燃焼: 川合 靖，斉尾英行(東大理)，野本憲一(東大教養)

休憩

A51 回転星コアの崩嬢: 江里口良治(東大教養)，E. Muller (MPA) 

A52 HNの沈澱による NCO反応の活発化: 上西啓祐，荒井賢三(熊本大理)

A53 恒星内部における， Photoneutrino過程: 神山泰治，伊藤直紀(上智大理工)，宗像弘春(鶴見大)

A54 相対論的高温プラズマの free-freeopacity: 中川政之，神山泰治，伊藤直紀(上智大理工)

A55 電波パノレサーの PolarCap Modelについてーーその難点とひとつの解決一一: 柴田晋平(東北大理)

A56 重いニュー トリノと超新星爆発: 高原ま り子，佐藤勝彦 (東大理)

A57 SS433の可視光連続測光: 高岸邦夫(宮大工)，面高俊宏(鹿大教養)，寿岳潤，湯谷正美，小矢野久(東京

天文台)，山崎篤麿(東大教養)，岡崎彰(津田塾大)，松岡勝(字宙研)，西国稔(京大理)，J. C. Kemp 
(オレゴン大)，T. Mazeh， E. M. Leibowitz (テルアピプ大)

A58 X線によるB型超巨星外層大気の観測: 早川幸男，佐藤尚久，長瀬文昭(名大理)他天馬観視IJ班



会場 B (展示ホール〉

B31 Forrnation of Subgalactic Objects within Two-Cornponent Dark Matter: 梅村雅之(北大理・東京天文台)， 

池内了(東京天文台)

B32 銀河における散逸構造一一アドペクションの影響: 野桜俊也(北大理)，池内 了(東京天文台)

B33 ペルセウス銀河団の構造: 田中ー尚(名大理)

B 34 Superclusterの TidalField中の原始銀河の収縮: 羽部朝男，服部 誠(北大理)

B35 渦状銀河自転軸の相関: 山麻朋彦， 家正則 (東京天文台)

B36 グェーサーの連続スペクトルの主成分解析: 森沢勝郎，海野和三郎(東大理)

B37 Mrk297とMrk325の U-G，G-R特性: 田村虞ー(東北大理)， J _ Heidrnann (パリ天文台)

B38 暗黒帯を持つ楕円銀河の分光観測: 谷口義明，松村雅文(東北大理)

B39 特異銀河 UGC7576，NGC4650Aの表面iJlI)光: 浜部 勝(東京天文台)，若松謙一(岐阜大工短)

B40 KUGの追究観測 (ll)Ic型の浪1)光と分光: 前原英夫，浜部 勝(東京天文台)，高瀬文志郎(国学院大)， 

J. Heidrnann (パリ天文台)

B41 M82の 2∞pc分子リングと膨張運動: 中井直jE，林正彦(東大理)，佐々木実(京大理)，長谷川哲夫，

祖父江義明 (東京天文台野辺山)，半田利弘(東大理)

B42 系外銀河における Hll領域ーCO分子雲-HI雲 (M31): 祖父江義明(東京天文台野辺山)，中井直正，半田利
弘(東大理)， C. Lada， M. Margulis， L. B1itz (Steward Obs.) 

第2日 5月23日(木)午前9時 15分より 会場 B

B43 M31アーム領域での CO観測 ll: 仲野誠，市川隆，田中裕(京大理)，中井直正(東大理)，祖父江

義明(東京天文台野辺山)

B44 22GHz・6"分解能の Cyg-AMapping: 小林秀行(東大理)，石黒正人，春日 陸，森田耕一郎，神沢富雄，

浩下岩幸(東京天文台野辺山)，川辺良平，奥村幸子(東大理)， E. Farnalont (東京天文台野辺山)

B45 大ファラデ一回転をもっ電波源の発見: 加藤飽司，田原博人(宇都宮大教育)，井上 允(東京天文台野辺山)，

坪井昌人(東大理)

B46 PKS 0215+015のパースト: 菊池仙，三上良孝(東京天文台)

B47 BL Lac型天体の偏波観測: 田原博人，加藤諸司(宇都宮大教育)，井上允(東京天文台野辺山)，坪井昌人，

(東大理)

B48 BL Lac型天体 Mkn421の多周波同時観測: 横野文命，小山勝二，井上ー，松岡勝，問中精郎(字宙研)，

高原文郎，弁上 允(東京天文台野辺山)，菊池 {山(東京天文台)，蓬茨霊運 (立教大理)，広本宣久(電波研)， 

西国 稔(京大理)，坪井昌人(東大理)，田原博人，加藤組司(宇都宮大教育)，近藤陽次 (NASA)，C. M. 
U町 (MIT)，K. R. H. Hackney， R. L. Hackney (Western Kentucky Univ.)， S. L. Mufson (Indiana Univ.)， 

W. Wisniewski (Univ. Arizona)， M. F. Aller， H. D. Aller (Univ. Michigan)， J. Burnell， P. Brana， P. 

M. Williarns (Roy Obs. Edinburgh) 

B49 r天馬Jによる IC4329Aの観測: 恩田和彦，松岡勝(字宙研)，三好 蕃(京産大理)，早川幸男，国技秀

世，長瀬文昭(名大理)

B50 THE ENERGY SPECTRUM OF CENTAURS A (NGC5128)・ WangB叫 i，Tenrna T伺 m (ISAS) 

休懲

B51 重力場中の熱輯射と温度差: 柴田 誠

B52 スペグトルの急な電波源の logN -log S (10 GHz) : 会津晃(立教大理)，井上允(東京天文台野辺山)， 

田原博人，加藤積司(字都宮教育大)

B53 銀河の進化と赤外線パッ クグラウンド: 高原文郎(東京天文台野辺山)，吉井譲(東京天文台)

B54 等温ゆらぎの進化と 30K 黒体穏射: 須藤靖，佐藤勝彦，小玉英雄(東大理)

B55 Modifi吋 Brans・Dicke字宙での元素合成 ll: 荒井賢三(熊本大理)，橋本正章(東大教養)，福井尚生(濁協

大教養)

B56 5次元 Scale-invariantgravityについて・ 福井尚生(濁協大教養)

B57 無衝突ガスにおける gauge不変な字宙論的ゆらぎ: 葛西真寿，冨田憲二(広大理論研)

B58 インフレーション字宙におけるパリオン数生成 ll: 佐藤伸明，小玉英雄，佐藤勝彦(東大理)



会場 A (配念ホー)j，)

A59 X1回8-52からの 10分間隔パースト: 中村典雄，松岡勝(字宙研)

第2日 5月23日(木)午後1時 15分より 会場 A

A印 X線源 4U1630-47のスペクトル: 村上敏夫，他(字宙研)

A61 ラピッド・パースターのX線スペグトル: 河合誠之(字宙研)，田原譲，国技秀世(名大理)

A62 ブラックホール候繍 GX339-4の問時観測: 牧島一夫(字宙研)， H. Bradt (MIT)他天馬観測j班

A63 Cygnus X-3のモデル: 北本俊二，宮本重徳，松井渉(阪大理)，他天馬観測班

A64 コンプトン化の解析解. 西村純，伊藤真之， 1，積回和久(字宙研)

A65 小質量連星X線源のX線スペクトル: 満田和久，他(字宙研)

A66 Vela X-1における軟X線超過スペクトルの解釈: 長瀬文昭，早川幸男(名大理)，他天馬観測班

A67 iてんま」による SlowBursterの観測: 田原議(名大理)，王徳矯(紫金山天文台)

休惣

A68 X線パーストの色ー光度図: 戎崎俊一(東大理)，野本憲一(東大教養)

A69 水素膚のあるX線パーストの質量放出: 加藤万里子(東大理)

A70 コンプトン散乱の吸収線に与える影響: 茂山俊和，戎崎俊一(東大理)

A71 中性子星表面におけるこ重周期熱的振動: 安富允(名大理)

A72 中性子星まわりの降着円盤の不安定性: 嶺重 慎，尾崎洋二(東大理)

A73 降着円量産内の磁気乱流と a値について: 加藤正二，堀内敏朗(京大理)

A74 降着円盤モデルにおける遷音速境界条件: 松元亮治，加藤正二(京大理)，福江純(大阪教育大)

A75 磁化したケプラ一円盤の構造: 鏑木修(東北大理)

第 3日 5月24日(金)午前9時 15分より 会場 A

A7ち偏光における Rayleigh散乱の限界: 松村雅文(東北大理)，関宗蔵(東北大教養)

A77 アモルファスシリケイトの 10μm吸収帯: 中国好一，尾中 敬(東大理)，加藤学(名大理)

A78 不均質塵による星間 3・μm吸収帯モデル: 向井正(金工大)

A79 M31の球状星団の星間赤化について: 家正則(東京天文台)

A80 小型 HII領域の表面測光lV: 吉田重臣(京大理)， 水野舜(金工大)， {，中野誠， 小暮智一， S. D. 
Wirarnihardja (京大理)

A81 オリオン・プライトパーの観測: 面高俊宏(鹿大教養)，林 正彦(東大理)，長谷川哲夫(東京天文台野辺

山)，林左絵子(東大理)，宮脇亮介(入王子工高)

A82 半円形 SNRG109.1-1.0の CO観測: 立松健一，仲野誠，小暮智一，吉田重臣， S. D. Wirarnihardja (京

大理)， i可鰭公昭，福井康雄，小川英夫(名大理)

A83 6.5 rnrn連続波による W3，W38領域のマップ: 赤羽賢司，平林久(東京天文台野辺山)

休憩

A84 Scuturn Ringの COshell: 半田利弘(東大理)，祖父江義明(東京天文台野辺山)，福井康雄，諏訪いずみ

(名大理)

A85 NGC2264の CO観視|卜 高羽浩，福井康雄(名大理)

A86 6 rn鏡による暗黒星雲 L1489の観測: 宮脇亮介(八王子工高)，面高俊宏(鹿大教養)，林 正彦(東大理)，

宮沢敬輔，宮地竹史，長根潔，東{際新(東京天文台野辺山)



会場 B (展示ホール〉

B 59 Neutrinoの nonradiativedecayと primordialnucleosynthesis: 寺沢信雄，佐藤勝彦(東大理)

第2日 5月23日(木)午後 1時 15分より 会場 B

B60 VLBIデータを用いた電波源構造解析における系統誤差の補正について)11口則幸，国森裕生(電波研鹿島)

B61 日米時刻同期 VLBI実験の解析: 吉野泰造，森川容雄，小池国正，木内 等(電波研)

B 62 VLBI Mk II観測装置の製作: 平林久，井上允，岩下浩幸(東京天文台野辺山)，坪井昌人 (東大理)，安

部安宏，仰木一孝，鈴木孝清(日本通信機)

B63 干渉計方式によるポインティングシステム: 神沢富雄，森田耕一郎，石黒正人， E. Fomalont (東京天文台野

辺山)

B64 22 GHzにおける大気による干渉計位相変動: 川辺良平(東大理)， 春日 隆， 石黒正人， 森田耕一郎， E. 

Fomalont (東京天文台野辺山)

B65 デジタル分光相関器を用いた干渉計による試験観測: 奥村幸子(東大理)，近回義広，石黒正人，春日 隆，

森田耕一郎，神沢富雄，岩下浩幸， E. Fomalont (東京天文台野辺山)，川辺良平，小林秀行(東大理)

B66 A1PSによる野辺山 5素子干渉計の像処理: 石黒正人， E. Fomalont，森田耕一郎(東京天文台野辺山)

B67 関口合成における (u，v)平面の最適化: 森田耕一郎，石黒正人(東京天文台野辺山)

休憩

B68 スペグトルからエイリアシング分を除く: 近田義広，神沢富雄，石黒正人，森田耕一郎，半田一幸，奥村幸子

(東京天文台野辺山)

B69 “ファラデー偏波分光計"の開発: 井上 允(東京天文台野辺山)，悶原博人，加藤龍司(宇都宮大教育)，坪

弁昌人(東大理)

B70 サブミリ波ジョセフソンミクサの試作: 小平冥次，石井孝一，中村 強(木更津高専)

B71 lmm波探IJ光観測jシステムの開発: 松尾宏，秋葉誠，佐藤紳二，村上浩，松本敏雄，早川幸男(名大理)

B72 ミリ波帯超伝導 (SIS)受信器の開発 (II): 小川英夫，水野 亮，福井康雄(名大理)，奥山克郎(山形大工)

B73 115GHz帯冷却受信器の開発 (II): 水野売，諏訪いずみ，小川英夫(名大理)

B74 4m短ミリ波望遠鏡 (x): 河鰭公昭，藤本泰弘，大橋洋二，杉谷光司，岩田隆治，福井康雄，小川l英夫(名

大理)，立松健一(京大理)

B75 電波ホログラフィー鏡面測定の精度限界: 田中春夫，近藤寿(東洋大工)，石黒正人(東京天文台野辺山)

第 3日 5月24日(金)午前9時 15分より 会場 B

B76 実時間相関型太陽電波画像装置: 西尾正則，築地義雄，小林勝司，柴崎清登，緩目信三(名大空電研)

B77 広視野電波パトロ ールカメラ用ディジタルレシズの試作: 大師堂経明，遊馬邦之(早大教育)，小原啓義，小

松進一(早大理工)，長根潔(東京天文台野辺山)

B78 木曽観測所の新しい画像処理システム: 市川伸一(東大理)，渡辺正明，浜部 勝，岡村定矩(東京天文台)

B79 PZT乾板自動測定装置の開発 1.システム及びソフト: 小林行泰，小熊 巌，松田 浩(東京天文台)

B80 新座標測定機:征矢野隆夫，野口 猛，青木勉，浜部勝(東京天文台)

B81 105cmシュミット望遠鏡のオートガイダーの製作及び制御システムの改良: 青木勉，野口 猛，征矢野隆

夫，石田重量一(東京天文台)

B82 反射望遠鏡補正光学系の特性: 成相恭二，山下泰正，中桐正夫(東京天文台)

B83 園内の大型望遠鏡 ・ドームの温度測定(1): 中桐正夫，西野洋平，野口 猛，大島紀夫(東京天文台)

休憩

B84 7.5m 鏡の自重変形: 渡辺正明(東京天文台)

B85 広帯域光による天体スペッグル干渉: 馬場直宏、，三浦則明，村田和美(北大工)，野口本和，乗本祐慈，磯部

務三(東京天文台)

B86 188cm高性能カセグレン分光器・ i中国喜一，清水康広，清水 実(東京天文台)

B87 新フーリエ分光器による低温度星の高分散赤外スペクトル観測: 田中 済，尾中 敬，奥村幸子(東大理)， 



会場 A (記念ホール〉

A87 暗雲星雲 B30の CO分子線観測 ll: 藤本泰弘(名大理)

A88 中・高銀緯帯暗黒星雲の構造について: 冨田良雄(京大理)

A89 Southern Coa!sackにおける星形成について: 大谷 浩(京大理)

A90 Bok g!obu!eの静水圧平衡モデル (ll): 長谷川辰彦(東北大理)

A91 B361の CO観測: 平野尚美，亀谷収，長谷川辰彦，高窪啓弥(東北大理)，関宗蔵(東北大教養)

A92 2重露出法による Herbig-Haro天体の探査: 小倉勝男(国学院大)

第3日 5月24日 (金) 午後 1時 15分より 会場 A

A93 TMC1における分子スペクトル線サーベイ (35-50GHz) : 鈴木博子，海部宣男，大石雅寿，森本雅樹，宮地

竹史，石川晋ー(東京天文台野辺山)

A94 CHsOH 5-1-4oE ラインーーメチルアルコールの新しいメーザー遷移一一: 森本雅樹，大石雅寿，鈴木博子，

神沢富雄(東京天文台野辺山)

A95 W5IIRS2および SgrB2中の SiOメーザーの発見: 長谷川哲夫，森田耕一郎，海部宣男，鈴木博子，浮田信

治 (東京天文台野辺山)，奥村幸子，大石雅寿，林正彦(東大理)

A 96 Draco cloudsの CO(1-0)による観測: 大橋洋二，岩田隆治，福井康雄(名大理)，長谷川哲夫(東京天文台野

辺山)

A97 B335の CS(J=2-1)分子輝線観iJ11.卜 亀谷収，長谷川辰彦，平野尚美，高窪啓弥(東北大理)，関宗蔵(東

北大教養)

A98 Hll領域と分子雲との力学的相互作用一一M17の CO観測一一: 林 正彦(東大理)， Ian Gat!ey (UKIRT)， 

海部宣男，長谷川哲夫(東京天文台野辺山)，面高俊宏(鹿大教養)， T. J. Lee (ROE)， P. W. J. L. Brand 
(エジンパラ大)， G. J. White (QMC) 

A99 S140を含む L1204の CO観測: 杉谷光司，岩田隆治，福井康雄(名大理)，鷹野敏明(ケルシ大)

A100 Ori星雲北側の“回転 disk"構造について: 海部宣男，鈴木博子，大石雅寿，宮地竹史(東京天文台野辺山).

林左絵子(東大理)

A101 S106における原始星カ令ス円盤の観測: 林 左絵子，海部宣男，大石雅寿，川辺良平(東京天文台野辺山)

A102 GL490周辺の広域 CO観測: 森口博文，福井康雄(名大理)

A 103 NGC2071周辺の CO分子雲: 岩田隆浩，福井康雄，杉谷光司(名大理)，鷹野敏明(ケルン大)

休憩

A 104 NGC2071の高温 NHaウィング: 福井康雄 (名大，ケルン大)，鷹野敏明， J. Stutzki， G. Winnewisser (ケ

ルン大)

A105軸対称分子雲と恒星風との相互作用 ll: 花見仁史，坂下志郎(北大理)

A106ヘリカル磁場による双樋流の形成と加速: 丸山哲史，藤本光昭(名大理)

A107磁場を持った回転ガスディスグの重力不安定性: 岩田卓仁，中村卓史(京大理)

A108生まれたばかりの星の磁束: 梅林豊治，中野武宣(京大理)

A109等温無限一様平板雲の分裂 ll: 観山正見(京大理)，成田真二(同大工)，林 忠四郎

A110軸対称アグリ ーシ ョン流の数値計算: 松田卓也，嶋 英志，武田英徳(京大ヱ)，沢田恵介 。11重)

A111等温磁気プラズマ柱の重力不安定 ll: 長沢幹夫 (京大理)

A112種々の星のまわりでの惑星生成. 中野武宣 (京大理)

A113回転等温ガス雲の平衡形状と最大質量: 木口勝義(近大理工)，成田真二(同大工)，観山正見(京大理)，林

忠四郎

A 114 COMOVING-FRAME TRANSFER EQUATION III: 森田一彦， 兼古昇(北大理)



会場 B (展示ホール〉

山下泰正(東京天文台)

B88 II+CCDによる高分散分光観測: 川上 肇，尾中敬，田中 済，泉浦秀行(東大理)，沖田喜一，清水実，

清水康広，乗本祐慈，岡田隆史，小平桂一(東京天文台)

B89 太陽フレアー観測衛星 (HESP)計画: 小川原嘉明(字宙研)，甲斐敬造(東京天文台)，近藤一郎(字宙線研)

B90 スピンスキャン型軟X線ミラー望遠鏡・ 常国佐久，小川原嘉明，村上敏夫，牧島一夫(宇宙研)，平山 淳，

田中捷雄(東京天文台)

B91 X線反射鏡の開発: 国枝秀世，平野辰己，紀伊恒男，長i頼文昭，田原 譲(名大理)

B92 真空紫外用グリズムの試作: 山口朝三，中桐正夫 (東京天文台)，佐野一雄(島津製作所)，有留宏明(阪大基

ヱ)

第 3a 5月24日(金)午後 1時 15分より 会場 B

B93 極位置の予報法: 関口直甫(東京天文台)

B94 ダンジョンアス トロラーフ・の再計算: 酒井 例，真鍋盛二(緯度観測l所)

B95 PMC (自動光電子午環)による太陽の観測: 吉津正則(東京天文台)

B96 PMC観測スケジューリングの自動化 (11)・ 鈴木駿策，吉沢正則，深谷力之助(東京天文台)

B97 PMCの機械定数 (May'83から 2年聞の変動): 坂本彰弘，吉沢正則，森田一郎(東京天文台)

B98 位置天文観測に及ぼす観測室付近の気象環境 (11): 菊地直吉(緯度観測所)

B99 ロランC電波の陸上伝播速度の測定: 堀合幸次，原忠徳，藤下光身，佐藤克久，酒井例(緯度観測所)

B1∞3体衝突に関する Sundmanの定理について: 吉田春夫(東大理)

B1010エネルギーの直線三体系の時開発展: 幸田英治(富士通)

B 102 The Outermost KAM Surface of a Periodic Orbit of the Restricted Three-Body Problem: Kiyotaka Tani. 
kawa (ILOM) 

B103正準相対座標による惑星の相互摂動 (11): 堀 j原一郎(東大理)

B104土星の位置と衛星軌道の要素改良 (1971年衝): 畑中至純(東京天文台)

B105アポロ・アモール型天体における族の捜索: 湯浅 学(近畿大理工)

休憩

B 106 1905-1965年の火星北極冠の縮小の年変化: 岩崎恭輔，斉藤良一(花山天文台)，赤羽徳英〈飛車事天文台)

B107火星 Hellascloudの光学的厚さの推定: 鳴海泰典(九州|東海大工)，赤羽徳英 (飛廓天文台)，岩崎恭輔，斉

藤良一(花山天文台)

B108小惑星の検出: 香西洋樹(東京天文台)，若松謙一(岐大工短)

B109アイラスー荒貴オルコッ グ馨星の自転: 渡部潤ー(東大理)

B110馨星核分子の観測とその意義: 山本哲生(字宙研)

Bll1琴星コマにおけるガスジェッ ト: 北村良実(字宙研)

B112ミ一散乱の実数計算型アノレゴリズム: 川端 潔，原因正則(東京理科大理)

B113王者モデルでの光の多重散乱と馨星大気: 向井苑生，向井 正(金工大)

B114ハレー馨星探査機による磁場観測と太陽磁気回の二半球モデル: 斎藤尚生，湯元清文(東北大理)，平尾邦雄

(字宙研)，瀬戸正弘(東北工大)，青山 巌(東海大工)

B115太陽周辺の可視光偏光観測:太陽の慶の環について: 磯部務三，平山智啓(東京天文台)，馬場直志，三浦則

明(北大工)


